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今までの説明会等で頂いたご意見  新戸川は、大雨の際に、河川の氾濫等が心配である      
①調整池の設置による排水の平準化   （リニア駅周辺整備、代替地整備等の開発地）  
②流域変更に伴う新戸川の流量負担の軽減 2 雨水排水の方針 
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①調整池の設置による排水の平準化   （リニア駅周辺整備、代替地整備等の開発地） 
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4 調整池の機能について 
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調整池のイメージです 
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浸透 

雨が降ると・・・ 

河川 

調整池の役割 

4 

流出 



6 調整池の役割 

浸透 

調整池 流出 

雨が降ると・・・ 
調整池を設けることで、

短時間に流出する量が

増えないようにします。 

河川 
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7 調整池の役割 

30年に１度の雨に対応できるよう整備する 

「流域開発に伴う防災調節池等技術基準」
に基づき、開発の内容及び開発の規模に応
じて降雨確率を設定するのが一般的 
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•自然流下方式 

•オリフィスによる方法 

•横越流堰による方法 

•強制排水方式 

•ポンプによる方法 

調整池の仕組み 
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調整池 

オリフィス 

(排水量の調整） 

河川・排水路 流出 

調整池へ排水 

•オリフィスによる方法 

雨が降ると・・・ 

調整池の仕組み 

水が一杯に

なった場合 
地表面の雨水 



②流域変更に伴う    新戸川の流量負担の軽減 
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11 11 土曽川新戸川の流域 

N 

新戸川流域 

土曽川流域 

天竜川 

※流域は河川管理台帳から概ねの範囲を示したものです 

凡例 

：リニア関連事業範囲 
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現在の流域（流域を変更しない場合の放流先） 

N 

：土曽川へ放流 

：新戸川へ放流 

凡例 

流域境界 

調整池 

 道路路面排水等については、既存井水を経由して河川へ排水 11 

品川方→ ←名古屋方 

調整池 



新戸川から土曽川への流域を変更する範囲 

N 
流域境界 
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凡例 

：土曽川へ流域変更 

（     は調整池経由） 
リニア駅前線 

上郷5・35号線 

上郷5号線 

品川方→ ←名古屋方 リニア本線 



調整池を通じて河川に排水する範囲 

N 

：土曽川へ放流（調整池経由） 

：新戸川へ放流（調整池経由） 

凡例 

調整池 
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代替地（丹保・北条） 

品川方→ ←名古屋方 

駅周辺整備 

流域境界 

調整池 
鉄道施設 



N 

調整池 

：土曽川へ放流 

（     は調整池経由） 
：新戸川へ放流 

（     は調整池経由） 凡例 

流域境界 

調整池 

：土曽川へ流域変更 

（     は調整池経由） 
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駅周辺整備 
鉄道施設 

調整池 

新戸川上流 

新戸川下流 

土曽川 

A A 

B 
B 

C 

C 

品川方→ ←名古屋方 

リニア関連事業全体の排水計画 



16 流域変更に伴う河川断面の変化（一級河川新戸川） 

検討内容（県道市場桜町線上流【A-A断面】）  流域変更及び調整池整備により新戸川の流下断面に対する影響 
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結論  新戸川の河川断面を３０年に１度の確率流量を前提に検証した場合、
流域変更に伴い、現況河川の最大水位に対して0.4㎝分の余裕が生ま
れる。 

流域変更前 
流域変更後 

0.4ｃｍ下降 
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17 流域変更に伴う河川断面の変化（一級河川新戸川） 

流域変更前 流域変更後 
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検討内容（丹保研修センター上流【B-B断面】 ）  流域変更及び調整池整備により新戸川の流下断面に対する影響 

結論  新戸川の河川断面を３０年に１度の確率流量を前提に検証した場合、
流域変更に伴い、現況河川の最大水位に対して0.7㎝分の余裕が生ま
れる。 
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1.328ｍ 1.321ｍ 



18 流域変更に伴う河川断面の変化（一級河川土曽川） 

結論  土曽川の河川断面を３０年に１度の確率流量を前提に検証した場合、 
流域変更に伴い、現況河川の最大水位に対して0.7㎝の水位上昇とな
る。 

流域変更前 流域変更後 

0.7ｃｍ上昇 

検討内容（金井戸橋付近【C-C断面】 ）  流域変更及び調整池整備により土曽川の流下断面に対する影響 
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•駅周辺整備、代替地整備、鉄道施設の開発エリアで
は、調整池を設置し大雨の際、短時間に河川へ流出
する量が増えないよう、調整を行い排水します。 

•流域変更に伴う新戸川の流量負担の軽減を行います。 
• これにより、開発前後で大雨の際に両河川に集まる
水の量は、ほとんど変わらないと考えています。 
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雨水排水方針のまとめ 



土曽川の堆積土除去等について 
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土曽川に関する地区要望 
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天竜川 

【要望内容】北条地区：堆積土除去、管理道の整備（JR飯田線上流） 

         丹保地区：堆積土除去、護岸修繕（天竜川合流地点～金井戸橋） 



北条地区要望 ／ 土曽川 ／ JR飯田線上流部 

堆積土除去、管理道の整備 

① ① 
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丹保地区要望 ／ 土曽川 ／ 金井戸橋～下土曽川橋～天竜川合流地点まで 

堆積土除去、護岸修繕  

土曽川大水門 
取り入れ口 
著しい経年劣化 ① 

① 
② ② 

土曽川 
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土曽川に関する地区要望への対応 
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天竜川 

【R元年度】   ・天竜川合流地点～下土曽川橋間の堆積土除去を実施 

           （※測量結果により実施延長は前後します。） 

          ・堆積土除去後、護岸の点検を実施し、老朽化の度合いにより修繕を実施 

【R2年度以降】・出水後の土砂堆積状況を確認し、順次要望箇所の堆積土除去を実施 

          ・護岸の点検結果に基づく修繕等を順次実施 

①現在の土曽川の状況 
① 



代替地整備に伴う調整池及び排水路整備について 
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排水路整備計画について 

・調整池設計で流域、集水範囲等を検討した結果、既設水路では断面不足であるため排水路整備 

（放流管路）が必要となります。 

・現在、水路構造等の詳細設計をしています。準備ができ次第説明を行います。 

平成３１年４月２３日リニア代替地整備事業に伴う道路工事及び水路整備に関する説明会資料より抜粋 
令和 １年５月１６日リニア関連事業に関する説明会資料より抜粋 25 
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集水区域と調整池の構造について 
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調整池Ａの構造について 

・地下式構造（土被り1.0ｍ） 
・雨水貯留量 Ｖ＝162m3（162ｔ） 
・堆砂容量 V=3m3 
・1年に1回の頻度で沈砂池の砂出しを行う 
・調節した雨水排水は新戸川へ放流 

雨水排水（調整池へ流入） 

新戸川へ放流 

（排水路を整備） 
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調整池Ｂの構造について 

・地下式構造（土被り1.４ｍ） 
・雨水貯留量 Ｖ＝222m3（222ｔ） 
・堆砂容量 Ｖ＝9m3 
・1年に1回の頻度で沈砂池の砂出しを行う 
・調節した雨水排水は土曽川へ放流 

雨水排水（調整池へ流入） 

土曽川へ放流 

（排水路を整備） 
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調整池Ｃの構造について 

・地下式構造（土被り0.5ｍ） 
・雨水貯留量 Ｖ＝87m3（87ｔ） 
・堆砂容量 V=4m3 
・砂出しは沈砂池から直接土曽川へ排出 
・調節した雨水排水は土曽川へ放流 

雨水排水（調整池へ流入） 

土曽川へ放流 

（排水路を整備） 
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排水路整備について 

・放流管Ｂ、放流管Ｃの排水路は管渠構造（φ600～900mm) 
・既存道路敷地内に設置 
・管理用桝を設置（50ｍに１箇所） 
・放流管Ａは、水路構造を含めて詳細設計中 



 

放流管Ｂ、放流管Ｃ  令和1年11月：工事発注  令和1年12月：施工業者決定  令和2年1月下旬：工事説明会、工事着手予定 

 

放流管Ａ  令和2年 3 月：工事発注  令和2年 4 月：施工業者決定  令和2年 5 月中旬：工事説明会、工事着手予定 

 

排水路整備工事のスケジュール 
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開発に伴い新設する公共施設について 
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開発に伴い必要な施設 

※ 今後、造成計画（区画割）と合わせて詳細な設計を進めます。 
平成３0年11月30日、１２月3日北条・丹保地区住民説明会資料より抜粋 



開発に伴い新設する施設 

34 今後、施設の形状・数量について変更となる可能性があります。 
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開発施設として整備をする水路 

今後、施設の形状・数量について変更となる可能性があります。 
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消防水利計画 
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周辺道路の整備について 

丹保北条代替地から国道153号へのアクセスは、上郷４９０号線 
（仮称）イオン前道路を主要道路と考えています。 

令和２年度～令和３年度に、 
道路事業として、堂垣外橋の 
掛替工事を計画しています。 


